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　12月27日（火）、県庁西庁舎教育委員室にて県内各地から結集したみなさんにより、専門部交渉が行われました。

実質０円

東北労働金庫

ご利用手数料はいったんご負担いた
だく場合がありますが、即時キャッ
シュバックいたします。

ろうきんのキャッシュカードなら
ATMお引き出し手数料が

県教委に現場の実態を訴える！専門部交渉実施!!

・初任者研修のレポート等の負担とメンター方式に
よる学校の負担増の現状。初任者と子どもが一緒
にいられる時間の確保を求めた。
・人生設計の見通しを持つためにも、人事異動３管
内以上の異
動基準の緩
和を要求。
他県の状況
を伝える。

・８人在籍している自閉症・情緒障がい学級への非
常勤講師の完全配置を要求。
・本人・保護者の希望に沿って、支援学級・通級指
導教室を設置することと、通級指導教室への送迎
等で地域間格差が出ないよう要求。

・県の行政職と学校事務職員の賃金格差についての改善要求。
・学校事務の処遇改善と共同連携の課題から、市町村によっては２校
でも１グループとして認めるよう要求。
・事務職員の複数配置基準の弾力的な運用。
・履歴書等の電算化による簡略化。
・新採用事務職員に対する職能研修のさらなる充実を要求。

・新卒で栄養教諭を採用することについて、他県の
状況を伝え、検討を要求。
・栄養職員採用受験年齢の引上げ。
・食育に関わる栄養教諭、栄養職員の多忙化の現状。
・栄養教職員
の定年前再
任用短時間
勤務の職務
内容を明確
にするよう
求めた。

・22年１月１日から制度の開始となった出生サポー
ト休暇（不妊治療休暇）の日数拡大。
・家族の看護・介護を含めた「家族看護休暇（仮称）」
の新設。
・校務支援システム導入について、養護教員が有効
活用できる体制の整備。
・定年前再任用短時間勤務制の導入にあたって、養
護教員の職
務内容の明
確化。
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新春座談会
青年と語る！「やっぱり組合って大事だね」

　県教組の未来を担う青年部員と、
お隣の栃木県の教職員組合〔栃木教
育ネットワークユニオン（以下栃教
ネット）〕の青年部長との座談会を
行いました。若い教職員の実態や組
合への関わり、今後の目標など青年
の視点でお話しいただきました。
コーディネーターは吉田書記次長が
務めました。

青年部長　遠藤　聖典さん
� （前列中央・教員）
常任委員　管家　柚香さん
� （前列右・養護教員）
栃教ネット青年部長　印南　芳彦さん
� （前列左・教員）
前青年部長　遠藤美菜子さん
� （後列左・栄養職員）
書記次長　吉田　純一さん� （後列右）

組合加入や青年部活動に関わったきっかけは？

（遠藤美）　初任研の後のお食事会で加入。民間に勤め
ているとき、労働組合の運動によってボーナス
が上がることを実感した。教職員は結構守られ
ているが、運動しないとボーナスも上がらな
い。運動を起こすことで（労働）条件が良く
なっていく。労働組合の存在は大切だと思った。

（遠藤聖）　東京で勤めていた頃は、組合に加入してい
なかった。互助会のイベントなどに参加した
時、先輩から組合には誘われた。必要性は感じ
ていたが加入まで至らなかった。福島に来て、
支部の歓迎集会に職場の先輩と一緒に参加して
加入を決めた。

（印南）　臨採の時に受けた採用試験学習会がきっか
け。加入を勧めるときは、日教組の組合という
ことを伝えている。採用されてから組織づくり
に関わるようになり、青年部長になった。栃教
ネットでは、職場の悩みを話せる場を作りたい。

青年部活動で大切にしたいことは？

（遠藤聖）　加入して良かったと思えるような場を提供
したい。せっかく組合に入ってくれたので。

（管家）　以前所属した支部ではよく集まって学習した。
（遠藤美）　青年部長だったとき、コロナ禍だったが、

オンラインでもつながって話せる場があった。
青年が話したいという気持ちで実現した行事も
ある。制約があってもやり方を変えて交流する
ことはできる。

（印南）　栃教ネットでは、青年部の合宿を年１回は
やっている。採用試験対策講座でつながった人
も来てくれた。少人数だからできることを考
え、交流する大切さを伝えたい。福島の行事に
未加入者が来ていたのは驚き。参加しやすいの
が良い。

（遠藤聖）　新しい生活様式の所為で人との関わりが薄
くなっている。学習する内容は多様化してきて
いるが、「関わること」「交流」することはずっ
と求められている。

（吉田）　働くものとしての学習は大事。学習と交流
は、青年部運動の両輪。同期で集まる機会もな
いので、「お茶していこう」「一緒に酒飲みしよ
う」などが無い状況。そもそも交流することに
価値を見いだしていない若者も。「面倒くさい」
と感じるのかも。

（遠藤聖）　大学のゼミの教授が「若い人が打たれ弱く
なっている。同じことを言っても、響き具合が
違っていて、かえって離れていってしまう。」
と話していた。価値観が変わってきている。

（吉田）　世代間のギャップは青年層の中にもある。無
理に人と関わらなくても困らない若者もいる。

（管家）　若い人の困り感が低いのではないか。
（印南）　採用試験お疲れ様会は、やるようにしている。

２次試験の後の報告会では、来年度に向けた情
報共有をしているので、メリットはあると思う。

　　　青年層は、組合そのものの理解が低い。財政は
厳しいが採用試験学習会の講師を頼んでいる。
日教組本部からの財政支援を受けている。

（吉田）　日教組でも、栃教ネットの取り組みを全国に
アピールしている。

（遠藤聖）　「栃教ネット」の名前がもっと広がってい
けばいい。もう少し組織が強くなれば「すごく
良い組織だ」と理解されていく。

（吉田）　福島県教組で昨年実施した青年部アンケート
は、自分の声を発信することで組合を意識する
きっかけとなったのではないか。寄せられた内
容の中には切実な声も。オルグでも「『しんど
い』『ちょっとおかしいのでは？』と思った時
は、同僚や組合に話して良いのですよ。」と伝
えている。



（　）3福島県教育新聞 昭和30年８月３日第３種郵便物認可
月　一　回　25　日　発　行（　　　　　　　　） 第2149号2023年１月25日㈬　発行

職員の退勤時刻から見えてくる学校現場の課題
について、考えていることを教えてください。

（管家）　今の時期だと退勤は17時半。暗くなるし、凍
るから（会津なので）。

（遠藤聖）　19時頃が多いです。
（印南）　18時半から19時くらいかな。私の学校では19

時には、半分の職員は退勤している。
（吉田）　超過勤務が当たり前になっている。文科省が

掲げる「月45時間を超えない」を達成するのは
難しい。

（遠藤聖）　朝の時間もある。超過勤務は、ほぼ事務作
業でおわってしまう。先日のアンケートでも
「子どものためになることをやりたい」という
答えが多かったが、子どものための時間を割く
のは難しい。優先順位が低くなってしまう。そ
うすると「なぜ教員をやっているの？」と思っ
てしまう。

（吉田）　管理職がやらなくても良いと言っても、教職
員側がやってしまう。本当に必要かどうかを見
極める、教職員の意識改革も必要なのではない
か。

（遠藤美）　仕事量が多くて残業せざるを得ないという
ところもある一方で、長時間労働が美徳という
意識から抜け出せないところもある。定時で
帰ってもなんとかなるのに、後のことを気にし
すぎて、その日やらなくてもよい仕事までして
しまうことがある。

（管家）　独身の頃は、残って仕事をすることが多かっ
た。子どもがいると、家に帰ってからのことが
いろいろあるので、タイムスケジュールを考え
仕事をしている。年度初めも、明日やることを
リストアップして見通しを持って仕事をしてい
る。

（遠藤聖）　ちゃんと評価できる職場じゃないといけな
いと思う。独身だから早く帰っちゃいけないと
か、管理職が「遅くまでがんばっている」から
「偉い」という評価をするのは絶対おかしいと
思うので、正当な評価ができる職場が健全。仕
事の内容をしっかり見てほしい。「遅くまで残っ
て仕事をすること」が「偉い」という意識は払
拭したい。

（印南）　勤務する市で授業公開をしている。一人一授
業を公開するという内容。学校外からも参観者
が来る。授業準備や環境整備など時間がかか
る。負担が大きい。授業だけでなく、教室環境
の整備も必要となる。時間の無駄だと思う。

（遠藤聖）　必要感があるものであれば仕方ないが、義

務でやらされるのは、ちょっと違う感じ。先生
という仕事の特徴で一人一人の頑張りで成り
立っていることが多い。若手には、周りに「助
けて」と言うことより、自己解決やスキルアッ
プすることが求められている。それが、その職
場にとっての強みだと思われてしまう。管理職
には、手がかからないことが歓迎されている。

（管家）　新卒ですぐに現場に出て、自分ができないこ
とに対してへこんでしまう若者が多い。自分に
求められるレベルと自分が今持っているレベル
のギャップが大きすぎる。現場に出されて、そ
のギャップを受け入れられず崩れてしまう。

（吉田）　初任者の自己評価が低い。経験が無いのだか
ら、できなくて当たり前なのに、「自分はでき
ない」と思ってしまっている。初任者でも生き
生き仕事をしている人は、周りの支えがある。
職場で助け合っている分会で初任者の加入が
あった。組合の考え方が浸透している。

（遠藤聖）　「できなくて当たり前だよ」と言ってもら
える環境は大事。どんな年齢になっても、分か
らないこと分からないのだから。

（吉田）　教職員はがんばりすぎている。「やらなきゃ」
という使命感が高い。

（遠藤聖）　「高い使命感」と言う言葉をよく見聞きす
る。採用試験の募集要項にも「高い使命感・倫
理観が求められている」と明記。私たちはスー
パーマンじゃないので、すべて捧げて仕事をす
ることがよいことではない。働き方に対する意
識を見直していくためにも組合は大切。

　県教研からつながりを持つことができた、栃教
ネットの印南さんを交え、終始和やかな雰囲気で
の座談会でした。若者の視点で、職場が抱える課
題や組合の大切さを話していただきました。働き
方改革も若い世代の仲間が中心となり、進めてい
こうというパワーを感じました。
　みなさん、ありがとうございました。
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　いつでもお祭り気分を味わえるチョ
コバナナがあると聞いて行ってきまし
た！ボリュームたっぷりですが、祭り
のチョコよりも甘さ控えめで、おいし
く食べれちゃいます！

～伊達市梁川　玉泉堂のチョコバナナ～

（岩瀬支部　Ｙさん）

2023原発のない福島を！
県民大集会

と　き：2023年３月19日（日）
　　　　　　　　13：00開会
ところ：パルセいいざか

栄養教職員部学習会

青 年 部 学 習 会

と　き：２月18日（土）

　　　　10：00～12：00

ところ：郡山教組会館

と　き：２月23日（木・祝）

　　　　13：00～15：30

ところ：郡山教組会館

※詳細は同封のチラシをご覧ください！


